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「急成長する越境ＥＣ」について 
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販売エリアの様子 

 

深センの税関によると、2016年上半期において前海区の越境ＥＣ（クロスボーダー電子商取引）取引金

額は 8 億 7,300 万人民元（約 135 億円）にのぼり、前年同期比約 300%と急成長している。その中で、香

港系複合企業「周大福」が深セン市の前海地区に香港の商品・商店を置く「前海周大福全球商品購物中心」

モールの第２期が今年8月に試験オープンされた。「港貨中心」と俗称されるこの輸入商品の販売モールは、

越境ＥＣと実店舗を組み合わせたビジネスモデルを用いており、中国人（本土）の海外商品に対する需要、

特に日用品の需要を取り込む一例となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「港貨中心」では商品のサンプルが展示されており、顧客

はスマートフォンを使い商品タグのＱＲコードを読み取

り、ＥＣサイトから商品の購入ができる。そして税関の審

査後、商品は保税区から顧客の住所へ配達される。価格は

香港に比べ同水準・やや高値だが、関税が課せられた輸入

品より安価に設定されている。また、店頭では税込商品も

取り扱っており、商品が「本物」であることや、身近で香

港の商品を入手できることも強みとしている。 

その上、香港では小売店から日用品を大量に買い入れ、中

国本土で転売する「運び屋」が問題になっている為、この 

モールを通して「運び屋」を減らすことも狙いとしている。 
 
商品値段の比較： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、香港政府は 8 月の小売売上高の速報値を発表、前

年同月比 10.5％減となり、18 ヶ月連続のマイナス成長を

記録した。繁忙期である国慶節の初日においては、中国か

ら香港へ来た団体ツアー数が 30％減。香港の小売業界にと

って向い風が吹き荒れる。 

商品 
香港内ドラッ

グストア 

港貨中心 中国内スーパ

ーマーケット 

粉ミルク  

(NZ 製, 900g) 

HKD 180ドル 

（約 2,400円） 

RMB 179元 

（約 2,780円） 

RMB 235元 

（約 3,650円） 

おむつ 

(日本製, 54 枚入) 

HKD 122ドル 

（約 1,630円） 

RMB 131元 

（約 2,060円） 

RMB 158元 

（約 2,450円） 

ハーバルオイル 

(香港製, 50ml) 

HKD 55ドル 

(約 730円) 

RMB 49.元 

（約 760円） 

RMB 58元 

（約 900円） 

前海区に位置する港貨中心(第１期) 

港貨中心における買い物の流れ 


